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研究成果の概要（和文）：　クロヒョウタンカスミカメは、タバココナジラミなどの多岐にわたる農業上の重要害虫を
捕食し、さらにピーマンやナス、インゲンマメなどの植物を吸汁する雑食性天敵である。本研究では、クロヒョウタン
カスミカメを対象に、動物餌のみならず植物餌も組み合わせて与えた場合の発育と生存を調べた。さらに、ピーマンと
インゲンマメの植物餌のみ、もしくはこれら植物餌と動物餌としてスジコナマダラメイガ卵を組み合わせて与えた場合
の定位行動を調べた。その結果、雑食性天敵クロヒョウタンカスミカメは動物餌に強く依存しているが、その定位は植
物餌の種類にも影響されることが分かった。

研究成果の概要（英文）：The zoophytophagous mirid Pilophorus typicus (Heteroptera: Miridae) feeds on anima
l foods such as Benisia tabaci and plant foods such as pepper, eggplant and bean. In this study, not only 
animal foods but also plants foods were offered to the zoophytophagous mirid, and the developmental time, 
survival, orientation behavior were investigated. The development of zoophytophagous mirid strongly depend
 on the nutrition of animal foods, but the orientation was affected by the plant species.
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１．研究開始当初の背景 
カメムシ亜目カスミカメムシ科に属する

クロヒョウタンカスミカメは、タバココナジ
ラミやハダニ類、アブラムシ類、アザミウマ
類、コナカイガラムシ類などの多岐にわたる
農業上の重要害虫を捕食することが知られ
ている。研究開始当初までに、クロヒョウタ
ンカスミカメの発育零点がメスで 12.0℃、オ
スで 12.1℃、卵から成虫までの発育有効積算
温度が雌雄ともに357.1日度であることが明
らかにされ、さらに秋に放飼したクロヒョウ
タンカスミカメ個体群は無加温の施設栽培
ナスにおいて越冬可能であり、翌春まで個体
群の維持が可能であること、一部の昆虫生長
制御剤がクロヒョウタンカスミカメ個体群
に非標的な悪影響を及ぼすこと、クロヒョウ
タンカスミカメの地域個体群は2つの分子系
統に大きく分けることができること、ナス栽
培のタバココナジラミ防除において最も重
要な天敵の一つであること、クロヒョウタン
カスミカメの吸汁によって収穫物や植物生
長への悪影響が認められないことなどが分
かっていた。また、研究開始当初までに、ク
ロヒョウタンカスミカメは、タバココナジラ
ミやハダニ類、アブラムシ類、アザミウマ類、
コナカイガラムシ類などの動物性の餌のみ
ならず、さらにピーマンやナス、インゲンマ
メなどの植物を吸汁する雑食性天敵である
ことも分かっていた。 
クロヒョウタンカスミカメのような雑食

性の天敵の場合、その個体群維持には動物餌
のみならず植物餌も重要であることが想定
されるが、タバココナジラミなどの動物餌と
ピーマンなどの植物餌にどのように栄養的
に依存しているのか、またその栄養依存の結
果、どのように植物体を選択し、定位するか
は分かっていなかった。 
 
２．研究の目的 
 農業生態系は、様々な害虫と天敵昆虫、そ
の他の動物、作物と雑草、その他の植物など
から成り立っており、それぞれが連鎖的に関
係し合っている。この関係のバランスにより、
特定の害虫が多発生したり、逆にあまり発生
しなかったりする。このバランスを調整する
ための方法の一つとして、作物圃場の植生管
理があり、人為的に植生を追加することによ
って、土着の天敵を増加させ、害虫を少なく
抑えることができる。このような植生管理な
どによって、土着の天敵を増加させ、害虫を
少なくする方法を土着天敵の保護利用とい
う。また、放した天敵に対して動物餌を供給
し、個体群を維持する方法があり、この方法
をバンカープラント法という。これらの方法
は、農薬散布の手間を省き、省力化するため
に、さらに減農薬で作物を栽培するために重
要である。しかし、なぜ圃場周辺の植生の多
様度が変化すると、害虫防除にいたるのかは
あまり明確化されていない。 
 クロヒョウタンカスミカメのような雑食

性天敵の場合は、害虫などの動物餌のみを捕
食する天敵と異なり、植物自体の栄養も利用
することが想定されるが、動物餌と植物餌間
の相対的な栄養利用実態は明らかにされて
いない。そこで、本研究では、土着天敵であ
るクロヒョウタンカスミカメの保護利用法
の確立に向けた基盤研究として、クロヒョウ
タンカスミカメの個体群維持における植物
性餌と動物性餌間の相対的な栄養依存の実
態を明らかにし、さらに両餌のクロヒョウタ
ンカスミカメの定位行動に及ぼす影響を明
らかにした。また、これらの結果から、圃場
内の植生管理の意義と、植生管理により害虫
防除に至るメカニズムをさらに明確化した。 
 
３．研究の方法 
 クロヒョウタンカスミカメ鹿児島個体群
をスジコナマダラメイガ卵とカランコエを
与えて 20℃もしくは 25℃、16L:8D の条件下
で累代飼育し、25℃16L:8D 条件下で得られた
孵化後 24 時間以内の 1 齢若虫を実験に用い
た。クロヒョウタンカスミカメの植物餌と動
物餌間の相対的な栄養依存実態を明らかに
するために、孵化した 1齢幼虫に、①植物餌
としてインゲンマメ葉のみ、②ナス葉のみ、
③インゲンマメ葉＋スジコナマダラメイガ
卵、④水のみの4パターンの餌を25℃、16L:8D
条件下で与え、その後の発育と生存を供試個
体が死亡または羽化するまで毎日観察した。 
 若虫を用いた実験と同様に、クロヒョウタ
ンカスミカメ鹿児島個体群を 20℃もしくは
25℃、16L:8D の条件下で累代飼育し、25℃
16L:8D 条件下で得られた成虫を定位行動の
実験に用いた。クロヒョウタンカスミカメ成
虫に関しては、ピーマン葉とインゲンマメ葉
の植物餌のみ、もしくはこれら植物餌と動物
餌としてスジコナマダラメイガ卵を組み合
わせて与え、どちらの植物体に定位するかを
調べた。 
 
４．研究成果 
 クロヒョウタンカスミカメ1齢若虫にイン
ゲンマメ葉とナス葉を植物餌としてそれぞ
れ単独で与えた場合は、孵化後数日で供試し
た個体すべてが死亡した。一方で、インゲン
マメ葉に動物餌としてスジコナマダラメイ
ガ卵を与えた場合は、供試した個体の内、70%
以上の個体が成虫まで到達することが分か
った。 
クロヒョウタンカスミカメ成虫を対象と

した研究の結果、2種の植物餌のみの場合は、
ピーマン葉よりもインゲンマメ葉にやや多
くの個体が定位し、インゲンマメ葉とピーマ
ン葉どちらか一方に動物餌としてスジコナ
マダラメイガ卵を与えた場合は、動物餌を与
えた方により多くの個体が定位することが
分かった。 
以上などの結果から、雑食性天敵クロヒョ

ウタンカスミカメは栄養的に動物餌に強く
依存しているが、その定位は植物餌の種類に



も影響されることが分かった。 
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